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化の中で一貫して培われてきたものは、作品を構想し創作する上で物語における時間軸「はじめとおわり」
を重視することである。一場面の表現ではなく様々な自然、生き物等の構成要素が大画面の中で「物語性」
を有していることである。 
 一方で藍抜染は19世紀に開発された比較的新しい染色技法である。糊防染による型紙を使用し、藍抜染
を利用した「藍の型染」と「物語性」による生命感ある表現はどのようにして可能なのか。型紙を切る（彫
る）行為から生まれる線は、氏の制作にとって も重要な要素である。「デフォルメ」、「集合と緩急」を
伴った線は、模様となった時に躍動感や生命感を表現できるのか。型紙を切る行為は直接的であるが、糊
を置くことで間接的な表現に変換される。モチーフの形状を下絵の段階で精査するのではなく、本人のイ
メージに任せて切ることで解決を試みている。手法としては木版の棟方志功の制作との共通性を感じる。
装飾的ではあるが躍動感や生命感を伴った表現の例として、先行考証の中で述べている東洋、西洋におけ
る更紗、ビアズリー等の線の特徴など、一つの解決方法として納得できるものである。 
 藍色の色相を表す「縹」の青の「定まっていない」意味合いと古代日本人の「しろ」に対する色彩感覚
の考察から藍は白という神秘的で怪異的なものを出現させることを提示し、「藍の型染」によって生命感
ある表現が可能であることが述べられている。藍抜染による内外の作家の表現と技法を検証することで、
その相違と「藍の型染」における独自性を示し、さらに技法の新規性と作品の表現を高める為「藍抜染の
透過性」実験を重ねている。現段階では博士展の作品に導入するまでには至っていないが、今後さらに研
究を深化させ論文化することで普遍性を有し、社会に還元できる内容となることを期待する。 
 博士展提出作品「はじまりのうた」は藍抜染の糊の実験が生かされていないが、大画面の中に氏の自然
への憧憬や神仏への畏敬の念を表現したもので独自の「物語性」と「藍の型染」による生命感が感じられ
る秀作となっている。 
 以上のことから審査委員会全員一致で「博士（美術）」の学位の水準に十分に達している博士論文と作
品であると判定した。 
